






　リボ払いは、毎月決まった額を返済する支
払方法です。月々の返済額が決まっているの
で安心でき、楽だと思えるかもしれませんが、
返済期間が長くなります。
　また、いまいくら借りていて、手数料（利息）
がいくらかかっているのか、いつ返し終わる
のかが分からなくなります。返済期間が長く
なればなるほど、支払総額は増え、カード会
社に支払う手数料も増えていきます。最初か
らリボ払い専用になったカードも多く発行さ
れています。
　メリットもありますが、リボ払いの落とし穴
にはくれぐれもご用心！！

　服を買う、食品を買う、バスや電車に乗る、携帯電話を使う。物やサービスを受けるかわりにお金を払うのは、この社会
が契約で成り立っているから。カードは、その契約のもっとも進んだ例です。サインひとつで、またＩＤやパスワードを入力
するだけで買物やキャッシングができるのはカードの持ち主である「あなた」を信用した「契約」があるからです。持ち主
の責任もお忘れなく。

全国の消費生活センター
消費者ホットライン 「 １８８ 」（いやや局番なし）。
電話すると、音声ガイダンスが流れ、郵便番号を入力するなどを行えば、
住まいの地域の消費者生活センター等を案内します。
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リボカード月1万円ポッキリ！？

●必要以上にカードをつくらず、持たない。
　保管場所にも注意！
●暗証番号は第三者に教えない。
　定期的に番号を変える。
●外出時は常時身につけ、
　支払のときもカードから目を離さない。
●控えは保管しておき、利用明細と照らし合わせる。
●紛失したら至急カード会社に連絡。
　警察にも届け、証明書をもらう。
●万一、カード会社の対応に納得いかない場合は、
　消費生活センターに相談する。

　カードで使ったお金は目に見えないため、
使い過ぎたり衝動買いをしてしまいがちです
が、クレジットカードを使うということは「借
金をする」のと同じだということを忘れない
でください。カードで買物をして、引落を３回
続けて延滞（１日遅れても該当）したり、年６
回の延滞記録があると「カード更新拒否」と
なり、いわゆるブッラクリストにのる可能性が
あります。あくまでも自分の返済可能な範囲
内で使うのが鉄則です。
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キャッシング　要は借金よね！

　エステで５０万円、英会話で３０万円…
高額な商品やサービスをクレジットなら少し
ずつ返せると契約してしまい、すぐに返済に行
き詰まる。そんな返済能力を超える高額なク
レジット契約が原因の多重債務者が増えてい
ます。過去には悪質業者とカード会社が組ん
で、返済能力の確認もなくその場でカードを
発行し、多くの多重債務者を生みました。（改
正割賦販売法で禁止に）。
　また、いくら借りても（買っても）月々の支
払額が一定の「リボルビング払い」は、手数料
の負担が見えにくく、いつまでたっても元本
が返せない危険があります。リボ専用カード
は、手数料分を上乗せして返済しまければな
りません。
　正しく使うと便利なカードも、返済能力を
超えると多重債務への入り口となってしまい
ます。

1 2

3 4

ブラックリスト　多重債務寸前…

５０万円の買い物、年利１５％では？
※元金定額返済の場合

月１万円の
リボ払い

支払総額　約６６万円
手数料　　約１６万円
支払回数　５０回

月2万円の
リボ払い

支払総額　約58万円
手数料　　約8万円
支払回数　25回
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　クレジットカードの発行枚数は、約２億５,８９０万枚（2015年/（一社）日本クレジット協会調べ。）
成人ひとりが２．５枚持っている計算です。クレジットカードは「信用」とひきかえに
便利さを享受できるかわりに、持ち主であるあなたの責任を厳しく追求します。

今回はクレジットカードについて考えてみましょう。

リボ払い・リボ専用カードの問題点

カードの取り扱いに注意！

カードを使うのは借金するのと同じ

カードが多重債務の入り口になる
カードで買物！ カードはかっこいい？
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